
希
望
に
満
ち
た
卒
業
式

今
年
も
３
月
に
長
崎
市
内
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
卒
業
式
に

参
列
し
ま
し
た
。
毎
年
、
感
じ

る
事
は
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
は

同
級
生
と
の
別
れ
の
寂
し
さ
と

共
に
、
卒
業
証
書
を
受
け
取
る

姿
は
希
望
に
満
ち
、
保
護
者
や

参
列
者
の
胸
を
感
動
さ
せ
る
光

景
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
気
に
な
る
事
は
、
高
校

生
で
進
路
が
内
定
し
て
い
な
い

生
徒
や
保
護
者
は
将
来
へ
の
不

安
を
抱
え
な
が
ら
複
雑
な
卒
業

式
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
に
は
、
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
行
政
と
連
携
を
図
り
地
場

企
業
へ
の
支
援
強
化
策
や
雇
用

を
生
む
よ
う
な
企
業
誘
致
等
の

取
り
組
み
を
強
く
思
っ
た
卒
業

式
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た

３
月
４
日
に
５
項
目
、
①
夜

景
観
光
振
興
と
節
電
・
環
境
対

策
、
②
職
員
に
よ
る
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
訪
問
、
③
生
活

保
護
行
政
、
④
長
崎
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
会
員
の

就
業
状
況
、
⑤
第
46
回
衆
議
院

議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
管
理

桜
の
花
も
満
開
に
咲
き
そ
ろ
い
、
爽
や
か

な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の

事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。質

疑
の
主
な
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
一
読
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

特
に
、
今
回
の
質
問
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
、
長
崎
市
の
高
齢
化
は
国
の
平
均
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
み
、
65
歳
以
上
の
人
口

が
26
％
で
高
齢
者
の
み
の
世
帯
・
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。現

在
、
長
崎
市
も
民
生
委
員
に
よ
る
友
愛

訪
問
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
安
否
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、
民
生
委
員
の
業
務
が
複

雑
多
忙
化
し
て
い
る
中
で
、
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の
強
化
も
必
要
と
思

い
ま
す
が
、
長
崎
市
の
職
員
も
現
状
を
把
握

し
行
政
と
し
て
何
が
必
要
か
を
検
証
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

諸
課
題
の
解
決
に
努
め
ま
す

地
方
議
員
は
「
行
政
に
対
す
る
監
視
役
」

「
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
」
に
と
ど
ま
ら
ず

に
、
地
域
の
方
々
と
政
策
の
全
体
像
や
地
域

社
会
全
体
の
政
策
を
策
定
し
行
政
に
対
し
て

提
言
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
更
な

る
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

更
に
、
行
政
や
地
域
の
政
策
課
題
の
改
善

に
努
め
る
と
共
に
、
市
民
の
代
表
の
名
に
恥

じ
な
い
よ
う
、
諸
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
決
意
で
す
。
皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指

導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

１．
夜
景
観
光
振
興
と
節
電
・

環
境
対
策
に
つ
い
て

〈
質
問
〉
昨
年
10
月
５
日
に
、
香

港
・
モ
ナ
コ
・
長
崎
市
の
３
都
市

が
世
界
を
代
表
す
る
夜
景
都
市

「
世
界
新
三
大
夜
景
」
と
認
定
さ
れ

た
が
、
現
在
、
長
崎
市
は
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
す

る
政
府
方
針
を
受
け
て
、
企
業
・

自
治
体
・
家
庭
で
節
電
を
取
り
組

ん
で
い
る
か
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て

〈
答
弁
〉
長
崎
市
は
節
電
対
策
と
し

て
平
成
23
年
５
月
31
日
に
市
役
所

庁
内
に
「
長
崎
市
節
電
連
絡
会
議
」

を
設
置
し
て
、
市
民
・
事
業
者
の

方
に
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

回
覧
版
な
ど
に
よ
り
広
報
、
啓
発

に
加
え
、
企
業
や
事
業
所
の
節
電

対
策
は
、
不
要
な
照
明
の
消
灯
や

空
調
設
定
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
役
所
で
は
、
電
力
使
用
量
が

大
き
く
増
加
す
る
夏
と
冬
の
期
間

は
、
数
値
目
標
を
掲
げ
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
節
電
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

〈
質
問
〉
長
崎
市
は
ネ
オ
ン
・
家
庭

の
灯
り
で
夜
景
の
美
し
さ
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
方
針
で

あ
る
環
境
面
か
ら
夜
景
観
光
を
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

〈
答
弁
〉
市
内
24
カ
所
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
設
備
の
環
境
負
荷
の
低
減
、

環
境
へ
の
配
慮
を
進
め
る
た
め
、

平
成
23
年
度
は
眼
鏡
橋
な
ど
中
島

川
６
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器
に
転
換
し
、
従
来
と

比
較
し
て
約
45
％
の
消
費
電
力
を

縮
減
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
出
島
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
設
備
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器
に
転
換

す
る
予
定
で
、
他
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
設
備
も
年
次
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器

へ
転
換
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２．
職
員
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
訪
問
に
つ
い
て

〈
質
問
〉
群
馬
県
太
田
市
は
、
市
長

提
案
に
よ
り
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
見
守
り
」
組
織
を
昨
年
10
月

１
日
に
立
ち
上
げ
て
、
管
理
職
職

員
を
中
心
に
４
０
０
名
で
結
成
さ
れ

て
、
１
班
２
名
体
制
で
月
２
回
の

訪
問
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
崎

市
も
取
り
組
む
事
は
出
来
な
い
か
。

〈
答
弁
〉
長
崎
市
の
高
齢
化
は
、
国

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
み
、
平
成

25
年
１
月
末
現
在
の
65
歳
以
上
の

人
口
は
、
１
１
４，
７
８
４
人
で
高

齢
化
率
は
26
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
長
崎
市
で
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
事
業

と
し
て
、
民
生
委
員
に
よ
る
友
愛

訪
問
を
７，
６
０
０
世
帯
、
ご
み
の

戸
別
収
集
を
行
う
ふ
れ
あ
い
訪
問

収
集
に
よ
る
安
否
確
認
や
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
見
守
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
治
会
、
民
生
委
員
な

ど
の
地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
て

行
く
事
で
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
の
見
守
り
や
支
え
合
い
の
支
援

体
制
の
構
築
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

３．
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

〈
質
問
〉
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ

れ
た
、
昨
年
11
月
の
全
国
の
生
活

保
護
受
給
者
数
が
２
１
４
万
７，
３

０
３
人
と
な
り
、
過
去
最
多
と
な

っ
た
が
長
崎
市
の
現
状

〈
答
弁
〉
平
成
23
年
度
の
月
平
均
の

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
８，
９
９
４

世
帯
、
受
給
者
は
１
３，
１
４
９
人

で
、
平
成
20
年
度
と
比
較
す
る
と

世
帯
数
・
受
給
者
と
も
約
28
％
と

急
激
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
質
問
〉
全
国
的
に
生
活
保
護
の
不

正
受
給
が
増
加
し
て
い
る
が
、
長

崎
市
で
の
不
正
受
給
の
発
生
状
況

と
防
止
策

〈
答
弁
〉
生
活
保
護
法
で
、
就
労
や

年
金
等
の
収
入
は
福
祉
事
務
所
に

届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
申
告
義
務
を
知
り

な
が
ら
、
適
正
な
収
入
申
告
を
怠

り
、
保
護
費
を
過
剰
に
受
給
し
た

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
平
成
22

年
度
は
41
件
・
約
３，
７
２
０
万
円
、

平
成
23
年
度
は
44
件
・
約
４，
０
５

３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

不
正
受
給
を
防
止
す
る
対
策
は
、

「
生
活
保
護
不
正
受
給
防
止
の
し
お

り
」
の
全
世
帯
配
布
や
家
庭
訪
問
、

新
規
開
始
時
な
ど
に
説
明
す
る
こ

と
に
よ
り
、
収
入
申
告
義
務
の
徹

底
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

４．
第
46
回
衆
議
院
議
員
選
挙

に
お
け
る
選
挙
管
理
委
員
会

の
対
応
に
つ
い
て

〈
質
問
〉
昨
年
12
月
16
日
に
施
行
さ

れ
た
第
46
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で

最
終
の
終
了
時
間
１
時
間
遅
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

遅
れ
の
原
因
と
対
策

〈
答
弁
〉
投
票
所
か
ら
送
致
さ
れ
る

投
票
箱
等
の
引
き
継
ぎ
作
業
に
時

間
を
要
し
た
事
や
有
効
決
定
票
の

集
計
お
よ
び
開
票
立
会
人
に
よ
る

疑
問
票
の
効
力
判
定
審
査
に
時
間

を
要
し
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
作
業
の
改
良
を
進
め

る
と
共
に
、
過
去
の
事
例
を
も
と

に
し
た
再
発
防
止
策
の
検
討
、
他

都
市
の
開
票
事
例
研
究
と
先
進
手

法
の
導
入
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

お
よ
び
県
選
挙
管
理
連
合
会
と
の

合
同
研
究
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

一
般
質
問
で
質
疑
を
行
う

一
般
質
問
で
質
疑
を
行
う

一
般
質
問
で
質
疑
を
行
う

稲佐山山頂より

ライトアップされる「めがね橋」

３月４日に多くの傍聴者の中で質問を行う

主
な
内
容



・
助
成
限
度
額
10
万
円
・
補
助

率
１
／
10

◆
【
補
助
】
小
学
校
整
備
事
業
費

・
小
榊
小
移
転
改
築

…
１
億
６，
２
０
０
万
円

校
舎
の
老
朽
化
・
耐
震
力
不

足
の
問
題
と
、
将
来
的
に
見
込

ま
れ
る
教
室
不
足
の
発
生
に
対

処
す
る
た
め
、
移
転
改
築
を
行

う
。

・
平
成
25
年
度
　
基
本
・
実
施

設
計
ほ
か

・
事
業
期
間
　

平
成
25
年
度
〜
28
年
度

◆
【
単
独
】
小
・
中
学
校
整
備
事

業
費

・
大
規
模
改
造

…
５
億
１，
２
０
０
万
円

教
育
環
境
の
改
善
と
建
物
の

耐
久
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
小
・
中
学
校
の
校

舎
や
屋
内
運
動
場
等
を
改
修
す

る
。

（
小
学
校
）

・
校
舎
　
形
上
小

・
屋
内
運
動
場
　
茂
木
小
、
朝

日
小
、
西
町
小
、
愛
宕
小

（
中
学
校
）

・
校
舎
　
桜
馬
場
中
、
高
島
小

中
、
南
小
中

・
屋
内
運
動
場
　
丸
尾
中
、
戸

町
中
、
南
小
中

◆
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
長
崎

市
実
行
委
員
会
負
担
金

…
３
億
４，
５
０
３
万
１
千
円

平
成
26
年
度
に
開
催
の
「
長

崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
・
長
崎

が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
」
に
向
け

て
、
長
崎
市
で
開
催
す
る
競
技

会
の
円
滑
な
運
営
を
期
す
た
め

の
組
織
で
あ
る
「
長
崎
が
ん
ば

ら
ん
ば
国
体
長
崎
市
実
行
委
員

会
」
に
対
し
て
、
開
催
準
備
に

係
る
費
用
及
び
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
の
開
催
費
を
負
担
す
る
。

・
Ｈ
25
年
度
　
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
開
催
（
セ
ー
リ
ン
グ
、
ラ
イ

フ
ル
射
撃
等
10
競
技
）

◆
観
光
施
設
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備

整
備
…
…
…
…
２，
０
０
０
万
円

長
崎
港
界
隈
に
夜
の
賑
わ
い

を
創
出
す
る
た
め
、
観
光
地
等

へ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
演
出
を
行
う
。

・
平
成
25
年
度
　
出
島
（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
整
備
）、
観
光
丸

◆
【
単
独
】
グ
ラ
バ
ー
園
施
設
整

備
事
業
費

・
動
く
歩
道
整
備

…
２
億
６，
１
７
０
万
円

グ
ラ
バ
ー
園
に
設
置
し
て
い

る
「
動
く
歩
道
」
は
建
築
後
38

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
の
長
期
的
な
安
全
性
の

確
保
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
維
持
管
理
経
費
の

縮
減
を
図
る
た
め
、
１
号
機
及

び
２
号
機
を
全
面
改
修
す
る
。

・
工
事
期
間
　
平
成
24
年
度
〜

26
年
度

１
号
機
は
平
成
25
年
11
月
末

完
成
予
定
、
２
号
機
は
平
成

26
年
９
月
末
完
成
予
定

◆
【
単
独
】
企
業
立
地
用
地
整
備

事
業
費

・
長
崎
南
商
業
高
校
跡
地

…
１
億
４，
０
０
０
万
円

製
造
業
向
け
の
企
業
立
地
用

地
と
し
て
長
崎
南
商
業
高
校
跡

地
を
整
備
す
る
た
め
、
敷
地
内

の
造
成
や
周
辺
の
環
境
整
備
等

を
行
う
。

・
平
成
25
年
11
月
末
　
整
備
完

平
成
24
年
２
月
議
会

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

平成25年度予算・66議案など可決！平成25年度予算・66議案など可決平成25年度予算・66議案など可決！平成25年度予算・66議案など可決！
総額2,162億円（一般会計予算）総額2,162億円（一般会計予算）総額2,162億円（一般会計予算）

◆
心
田
庵
運
営
費

…
１，
０
４
６
万
６
千
円

平
成
24
年
１
月
に
寄
贈
を
受

け
た
「
心
田
庵
」
を
、
一
般
に

公
開
す
る
。

唐
通
事
で
あ
る
何
兆
晋
（
が

ち
ょ
う
し
ん
）
が
１
６
６
０
〜

80
年
頃
に
片
淵
に
建
設
し
た
江

戸
時
代
か
ら
の
由
緒
を
も
つ
茅

葺
の
茶
室
を
有
す
る
建
物
及
び

庭
園

・
４
月
下
旬
　
開
場
予
定

本予算に、新市立病院建設事業の財源となる経費を含む地方独立行政法人長崎市立病院機構費運営費負担金
が計上されている。
同病院の建設手法はＰＦＩ方式が採用され、事業者選定は総合評価一般競争入札により行われた。これまで
も、落札額と一番低い入札額との価格差が約14億円あったにもかかわらず選定された経緯もあり、議会として
適正な事業の執行を求めてきた。
しかしながら、事業者提案では直接工事費の60％（約50.2億円）を地元企業に発注するとしながら、今回の
議案審査の中で、地元企業への契約済額は提案額を大きく下回っていることが判明したところである。事業者
選定に際しては、地元企業を積極的に活用する事業者を選定するため、選考基準において配慮した配点とし、
結果として事業の実施主体である長崎ホスピタルパートナーズ株式会社と契約を交わしている。
このようなことから、今回の事業者提案は極めて重い意味を持っているにもかかわらず、参考人招致におい
ても、同株式会社の問題認識は著しく不足している感もあり、このことは誠に遺憾である。
よって、本事業の実施に当たっては、次の事項について速やかに対処されるよう強く要請する。

１ 理事者及び長崎市立病院機構においては、地元企業への発注提案額を達成するため、長崎ホスピタルパー
トナーズ株式会社に対して的確な指示を行い、その達成に向けての確約と計画については、６月定例会まで
に本委員会に報告すること。
２　上記の報告が本委員会になされるまで、同病院建設事業に係る歳出予算の執行を差し控えること。
３　同病院建設事業の進捗状況及び地元企業の活用実績等について、適宜本委員会に報告すること。
４ 契約書及び事業者提案等が遵守されるよう、チェック体制の強化を図るとともに、長崎ホスピタルパート
ナーズ株式会社に対する指導を徹底すること。

平成25年３月18日
長　崎　市　議　会

了
予
定

◆
【
単
独
】
街
路
灯
整
備
事
業
費

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯

…
１
億
５，
６
０
０
万
円

持
続
可
能
な
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
、
既
存
の
街
路
灯

を
５
年
間
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
転
換

す
る
。

・
事
業
期
間
　
平
成
25
年
度
〜

29
年
度

・
設
置
件
数
（
新
設
含
む
）

初
年
度
４，
１
０
０
灯
、
次
年

度
以
降
８，
３
０
０
灯
　
計
３

７，
３
０
０
灯

◆
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
費
補
助
金

…
１，
０
０
０
万
円

長
年
放
置
さ
れ
老
朽
化
し
、

周
辺
の
住
環
境
を
悪
化
さ
せ
て

い
る
危
険
な
空
き
家
住
宅
の
除

却
費
の
一
部
を
助
成
し
、
安
全

安
心
な
住
環
境
づ
く
り
を
促
進

す
る
。

・
助
成
限
度
額
50
万
円

・
補
助
率
　
２
／
５

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
費

・
な
が
さ
き
住
み
よ
家
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金

…
１
億
４，
０
０
０
万
円

住
宅
の
質
の
向
上
と
長
寿
命

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

民
間
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
対
す
る
支
援
制
度
を
引
き
続

き
実
施
す
る
。

長
崎
市
議
会
・
平
成
24
年
２
月
定
例
会
は
２
月
21
日
（
木
）
に
開

会
し
、
３
月
18
日
（
月
）
に
最
終
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年

度
一
般
会
計
予
算
案
（
約
２，
１
６
２
億
２，
０
０
０
万
円
）
と
66
議

案
を
可
決
・
同
意
し
閉
会
し
ま
し
た
。

新
市
立
病
院
の
建
設
事
業
関
連
の
予
算
に
つ
い
て
、
建
設
事
業
者

が
工
事
を
当
初
の
提
案
通
り
に
地
元
企
業
に
発
注
し
て
い
な
い
と
し

て
、「
提
案
達
成
に
向
け
た
計
画
を
６
月
定
例
会
ま
で
に
報
告
し
、
そ

れ
ま
で
予
算
執
行
を
差
し
控
え
る
こ
と
」
な
ど
と
す
る
附
帯
決
議
が

全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
本
市
で
２
月
に
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
で
火
災
が
発
生
し
、
５
人
が
死
亡
し
た
こ
と
を
受
け
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
を
促
す
無
利
子
貸
付
制
度
を
創
設
す
る
関
連

予
算
（
約
１
億
２，
２
０
０
万
円
）
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
常
任
委
員
会
お
よ
び
３
特
別
委
員
会
（
ま
ち
な
か

整
備
対
策
特
別
委
員
会
、
市
庁
舎
・
支
所
機
能
再
編
検
討
特
別
委
員

会
、
観
光
振
興
特
別
委
員
会
）
の
設
置
を
確
認
後
、
委
員
お
よ
び

正
・
副
委
員
長
を
決
定
し
ま
し
た
。

私
は
、
常
任
委
員
会
は
「
環
境
経
済
委
員
会
」、
特
別
委
員
会
は

「
観
光
振
興
特
別
委
員
会
」
に
所
属
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

平平
成成
2255
年年
度度

当当
初初
予予
算算
のの
主主
なな
内内
容容

新市立病院建設事業への附帯決議

平
成
25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

人件費
30,490
14.1％

公債費
31,343
14.5％

投資的経費
21,506
9.9％

物件費
18,764
8.7％

繰出金
11,336
5.2％

貸付金及び
出資金
6,767
3.1％

その他
17,769
8.3％

扶助費
78,245
36.5％

市債
34,805
16.1％

県支出金
8,179
3.8％

その他の
依存財源
6,380
3.0％

市税
51,514
23.8％

諸収入
6,199
2.9％

使用料・手数料
4,372
2.0％

その他の自主財源
9,555
4.4％

地方交付税
40,100
18.5％

国庫支出金
55,116
25.5％

その他の経費54,636
25.3％

義務的経費140,078
64.8％

歳出
216,220
（百万円）

歳入
216,220
（百万円）

依存財源144,580
66.9%

自主財源71,640
33.9%

投資的経費21,506
9.9％

心
田
庵
に
て


